
平成22年度工芸技術記録映画35ミリ・カラー・31分 ’

企画文化庁／製作日経映像

鍛金－田口壽恒のわざ一田
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映画は、一枚の金属板(四分一)から素材の特色を生かした器を完成させるまでの制作工程を丹念なカ

メラワークで描き出している。
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田口壽恒(たぐちとしちか）
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東京都文京区に生まれる

東京都立工芸高等学校金属工芸科卒業

父・田口恒松に師事父・田口恒松に師事

昭和15年

昭和34年醒裂醒裂

第19回日本伝統工芸展初入選

（公社）日本工芸会正会員

第31回日本伝統工芸展日本工芸会総裁賞受賞

作品「鍛朧銀面取鉢」

第43回日本伝統工芸展日本工芸会奨励賞受賞

作品「鍛朧銀四方水指」

重要無形文化財｢鍛金」（各個認定）保持者
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たんきん

－鍛金技術の歴史一プロローグ◆

金属を成形する技術を「鍛金」と呼ぶ。 1 1本の
しんちゅう

時代にさかのぼり、飛烏時代には真輸を打ち出

鎚で打って

歴史では古墳
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した柄香炉のような造形作茄も見られる。
じべぴ

■宝■尾形柄香炉

たく・ちとしちか

◆鍛金作家田口壽恒

I玉lの重要無形文化財「鍛金」の保持者であるH1口壽恒は、
し ぷいち おぼろぎん

四分一あるいは朧銀と呼ばれる11本独特の合金を用い、

独''1の世界を切り拓いた金工作家である。

たんおぼろぎんめんとりはち

◆作品「鍛朧銀面取鉢」

代表作のひとつ「鍛朧銀面取鉢」は、重厚で渋い銀色を

特色とする合金「四分一」を使い鍛金のわざで仕上げられ

ている。
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◆合金四分一（朧銀）

素材の合金は、「四分一」あるいは「朧銀」と呼ばれ、銅と

銀が3対1の割合で作られる。さらに隠し色として金が一分

ほど加えられ、圧延される。
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◆板金の切り出し
甚連

且 板金から、作冊iに必要なサイズの形を切り出す。

厚さ3ミリに圧延されたlﾉﾘ分一の板金から直径30センチの

円板を切り取った。
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◆焼き鈍し戊鐵
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金属を加工するのには、焼き鈍して金属に柔軟性を与えて

から鎚で打つ。素材に選んだ四分一は、とりわけ硬い性質を

持つため、焼き鈍しが頻繁に行われる。
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◆打ち上げ一器のかたちにする一

板金を器の形にすることを「打ち上げ」という。延べ鎚と

呼ぶ金鎚で、板金に垂直に当たるように打ち金属を延ばす。

四分一は、抵抗して歪みがちだが、これを「暴れる」という。

打ち上げを何kilも繰り返し、器の形にしてゆく。
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◆外側を叩く

まっすぐな当て金「ぶつ立て」を使って外側を叩いてゆく。

鍛金は姿勢で作ると言われるほどに叩く姿勢が大切にされる。

常に安定を保ち鎚を打つ111口の姿勢はぶれることが無い。

器の底の平面は、頭部が平らなぶつ立てに換えて打つ。＝
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◆酸洗い
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打っては焼き鈍す工程の繰り返しの間に酸洗いを行う。

希硫酸に浸け、表面の黒い酸化膜をとりのぞく。鎚目がよ

く見えるようにするためだ。
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◆作業に合わせ当て金を換える
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器の底が深くなるにつれ内側が叩きにくくなる。そこで

｢への字」と呼ぶ当て金に取り換える。

器の形状を決める時は、強く叩いても金属が延びない木槌

を使う。

＜

匙
h

匙
h

‐

可

ー

､ 「悪
吟

◆稜線を入れる
1I

稜線を打ち出す｡この時､田口が考案した当て金が使われる。

角と呼応するように斜めに稜線を入れてゆく。

旧口は、この稜線が四分一の作品には合うと言う。
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◆研ぎの工程

最後の焼き鈍しをし､酸洗いを施した器の研ぎ工程に入る。

lﾉﾘ分一の硬さに合わせ、まず硬いセラミック砥石を使って

研ぐ。色が白から赤い地金の色へ変わってゆく。

続いて、色むらが生じないよう念入りに炭研ぎを行う。
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ヨ◆縁を処理する－やすりときさげ－

器の縁に軽く荒IIのやすりをかけて水平を出す。厚さは、

最初と変わらない。これで､器の形に安定感がもたらされる。

次に、きさげという刃物で縁を滑らかにする。
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◆内側の砥石研ぎ

内側を鏡のように滑らかに砥石で研ぐ。外側との変化を付

けてみせるために徹底的に滑らかにする。一週間以上も時間

を費やし､外側同様に朴炭を用い､さらに、の細かい｢駿河炭」

で研ぎ上げる。
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◆煮色仕上げ準備
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まず砂あらしをする。金剛砂を使って荒らす砂あらし。
しんちゅう

次に金あらしをする。真鐡を切った粒をかけて荒らす。

さらに仕上がりをきれいにするため大根おろし汁で洗う。
可

◆煮色仕上げ工程

ろくしよう

緑青と硫酸銅を混ぜて温めた煮込み液に浸けて煮色仕上げ

を行う。色むらを避けるためにスピーディに行い、徐々に色

をだしてゆく。
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◆「鍛朧銀四方鉢」完成
一一

一ーヨ 完成作1M!「鍛朧銀四方鉢｣。

111口壽恒が求めた銀でも黒でもない四分一特有の色、朧銀の

輝きに包まれている。－■■■一一
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